平家物语について
平家物語のあらすじと登場人物：
『平家物語』（へいけものがたり）は、鎌倉時代に成立したと思われる、平家の栄華と没落を描いた軍記物語である。保元の乱・平治の乱勝利後の平家と敗れた源家の対照、源平の戦いから平家の滅亡を追ううちに、没落しはじめた平安貴族たちと新たに台頭した武士たちの織りなす人間模様を見事に描き出している。和漢混淆文で書かれた代表的作品であり、平易で流麗な名文として知られ、「祇園精舎の鐘の声……」の有名な書き出しをはじめとして、広く知られている。

（１）祇園精舎
登場人物：葛原親王、高見王、高望王、平国香、平正盛、平忠盛

　平家物語の冒頭部分を引用します。

　祇園精舎の鐘の声、諸行無常の響あり。沙羅双樹の花の色、盛者必衰の理を顕はす。奢れる者久しからず、ただ春の世の夢の如し。猛き人も遂には滅びぬ。偏に風の前の塵に同じ。

　平家物語の冒頭の章である「祇園精舎」は、世のことわりを説いたあとに、「遠く異朝をとぶらふに」と続きます。秦の趙高や唐の禄山の名前をあげて、政治をおろそかにして天下を乱したために久しからずして滅んだ例は外国にもあることを伝えます。そして、わが国でもと続きます。平将門や藤原純友の名前をあげます。みな奢れることも猛き心も並外れていましたが、最近では平清盛の有様を伝え聞くと言葉にも言い表せないと語っていました。

　平清盛の名前を出したあとに、「その先祖を尋ねれば」と続きます。平氏の系統が語られます。桓武天皇の第五皇子である葛原親王の九代目の子孫が平正盛です。正盛の子が忠盛です。忠盛の嫡子が清盛です。葛原親王の子である高見王は無官無位のまま死にました。高見王の子である高望王のときにはじめて「平」という姓をもらって皇族から臣下にくだりました。上総介になります。上総介とは、上総の国（千葉県中南部）の国守で次官のことです。国府の長官は国司ですが、国司は都にいることも多くて、実質的には介（すけ）は長官でもありました。高望王の子の良望は名前を国香と改めました。

●桓武天皇－葛原親王－高見王－高望王－国香－－－－－正盛－忠盛－清盛

　国香から正盛に至る六代は諸国の国司でしたがまだ昇殿は許されませんでした。そのことが語られて「祇園精舎」の章は終わります。

　平家物語の語り手は、最初に、人間のいとなみは無常であるという価値観を提示しました。権力の極を手にした人が久しからず滅んだ例は外国にもわが国にもあることを告げます。そして、このごろでは平清盛という人の有り様が言葉にできないほどであると切りだしました。平氏の系統について語りました。人の世のことわりを説き、歴史がそのことを証明していることを告げて、最近の見聞から平清盛を紹介する技法は絶妙だと思いました。そして、人間の行動のむなしさを達観した語り手が全てを見届けた視点から語るという平家物語の全編をとおして貫かれている「語り手の視点」が提示されていると思いました。平家物語の語り手はさめたとも思えるような視点から人間たちを見渡しています。しかし、語られる登場人物たちは戦乱の時代を必死になって生きました。平家の男たちは名を惜しんで命を捨てました。源氏の男たちは浮世の道理に従って平家の若武者たちの首をはねました。女たちは恋しさと悲しさを胸にしまったまま水底の都に落ちました。感情すらも超越したような平家物語の語り手の澄んだ視点の持ち方が、かえって、登場人物たちが心の中で燃やしていた炎を浮き彫りにしていると思いました。

　平家物語はある時代を必死になって生きることしかできなかった人間たちをうたいあげた叙情詩だと思います。そんな登場人物たちのうしろ姿を追いながら、皆さんといっしょに平家物語の世界へと旅して行きたいと思います。
原文：

祇園精舎の鐘の声、諸行無常の響きあり。沙羅双樹の花の色、盛者必衰のことわりをあらはす。奢れる人も久しからず、唯春の夜の夢のごとし。たけき者も遂には滅びぬ、偏に風の前の塵に同じ。遠く異朝をとぶらへば、秦の趙高・漢の王莽・梁の周伊・唐の禄山、是等は皆旧主先皇の政にも従はず、楽みをきはめ、諌をも思ひいれず、天下の乱れむ事をさとらずして、民間の愁る所を知らざッしかば、久しからずして、亡じにし者ども也。近く本朝をうかがふに、承平の将門・天慶の純友・康和の義親・平治の信頼、此等は奢れる心もたけき事も、皆とりどりにこそありしかども、まぢかくは六波羅の入道前太政大臣平朝臣清盛公と申し人のありさま、伝えうけ給はるこそ、心も詞も及ばれね。
其先祖を尋ぬれば、桓武天皇第五の皇子、一品式部卿葛原親王、九代の後胤讃岐守正盛が孫、刑部卿忠盛朝臣の嫡男なり。彼親王の御子高視の王、無官無位にして失せ給ぬ。其御子高望の王の時、始て平の姓を給ッて、上総介になり給しより、忽ちに王氏を出て人臣につらなる。其子鎮守府将軍義茂、後には国香と改む。国香より正盛にいたる迄六代は、諸国の受領たりしかども、殿上の仙籍をばいまだゆるされず。

現代語訳：

祇園精舎の鐘の響きは、全ての作られたものは一定の状態に留まらず移り変わるという「諸行無常」の精神を語っている。
釈迦がなくなる時に枯れたという沙羅双樹の花の色は、勢い栄えるものも必ず滅びる「盛者必衰」の道理をあらわしている。

おごり昂ぶる者も長く続くためしはない。ただ春の夜の夢のように、はかないものである。勢いの盛んな者も最終的には滅びてしまう。まるで風の前の塵のようなものだ。

遠く異国（中国）の歴史を見ると、秦の趙高、漢の王莽、梁の朱忌、唐の禄山、これらはかつての君主や主人が行っていた政治に背き、好き勝手な楽しみにふけり、周囲が諌めるのにも耳を貸さず、天下が乱れていくのにも気づかず、民衆が嘆き悲しむことも知らなかったために、その権力は長続きせず、ほどなくして衰えていった。

近く本国の歴史を紐解くと、承平の将門、天慶の純友、康和の義親、平治の信頼、これらは奢ることも昂ぶる心も皆それぞれであったが、最近の例で言えば、六波羅の入道、先の太政大臣、平の清盛公だ。

その様子を伺うにつけても、想像も及ばず、また言葉で表現することもできないほど、すさまじいことであった。

その先祖を訪ねてみれば、第50代桓武天皇の第五皇子、葛原親王から数えて9代目の後胤にあたる讃岐守平正盛の孫であり、刑部卿平忠盛の嫡男である。

葛原親王の御子、高視王は無位無官のままお亡くなりになった。その御子高望王の代で、はじめて「平」の姓をたまわって上総介とおなりになって以来、にわかに皇族を抜け臣籍に降下され臣下の列に加わられた。

その子義茂は蝦夷を討伐するための鎮守府将軍に任じられたが、後に「国香」と名をあらためた。国香から正盛までの六代は諸国の受領に任じられたものの、いまだ宮中での昇殿を許されてはいなかった。

作品鑑賞：

諸行無常。盛者必衰。すべてのものは一定の状態にとどまらない。
うつりかわっていく。命あるものは死ぬ。形あるものは亡びる…。
繁栄をきわめた平家一門。
しかし信州で旗揚げした木曽義仲によって平家一門は都を追われます。
都落ちした平家にかわって都に入った木曽義仲、しかし
すぐに源平合戦転じて今度は源氏と源氏、源氏どうしの争いとなり
源義経によって木曽義仲はほろぼされます。

壇ノ浦に平家一門をほろぼした義経は、いちやくヒーロー状態でしたが、
やがて兄頼朝と対立。奥州に逃げ延びるも平泉で討たれます。

こういう血で血を洗う争いの歴史。
ああ諸行無常だなあ。盛者必衰だなあ。

しかし、

『平家物語』は諸行無常だ世のなかは虚しい、
ひたすら神仏におすがりしようナムナムナムとか、
そういうイジケた話では無いのです。

逆です。

むしろ、諸行無常ですべてのものは一定の状態にとどまらない、
移り変わっていく、命あるものは死ぬ、形ある者は亡びる。

そういう運命の前にあって、

人々がいかに生き、考え、ときに笑い、涙し、
その喜怒哀楽の、熱い！ドラマです！！

喜怒哀楽が実にゆたかなんです『平家物語』の登場人物は。
泣くときは泣く、怒鳴るときは怒鳴る。
なんか本心を押し殺してですね。切々と私は思っておりますとか、
そういうことじゃないんだ、ワッと表情ゆたかに、
感情表現が派手で、喜怒哀楽をあらわすんです。

研究課題：平家物語の巻の一の平忠盛について考察しなさい。
